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Ⅰ．仕事のこと 

1.1 1.2

（注）事業所規模30人以上、前年比 （注）事業所規模30人以上、前年比

1.3 1.4

（注）事業所規模30人以上、季調済

1.5 1.6

（注）雇用者数、割合ともに役員を除く

1.7 1.8

（注）季調済 （注）前年1年間の取得率
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65歳以上の就業者数

64歳以下の就業者数

高齢者の割合（右軸）

就業者総数における高齢者の割合
～2013年は10.1％で高齢者割合上昇続く～
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（出所）厚生労働省

企業規模別年次有給休暇取得率
～1000人以上の大企業でも55％程度～
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（出所）総務省

非正規の職員・従業員の割合
～非正規割合は長期的に上昇傾向～

雇用者数

非正規の職員・従業員割合（右目盛）
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（出所）厚生労働省、総務省

完全失業率と有効求人倍率
～雇用環境の改善続く～

完全失業率 有効求人倍率（右軸）
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（出所）厚生労働省

労働時間と残業時間
～所定外労働時間はやや増加～

労働時間指数

所定外労働時間指数
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（出所）厚生労働省

給与総額 所定内給与
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（出所）厚生労働省より大和総研作成

給与総額

パート比率（右軸）

パートタイムの給与総額と労働者比率
～12月速報では給与総額はほぼ前年並み～

一般労働者の給与総額と所定内給与
～所定内給与、総額ともにプラス圏を維持～

（2010年＝100）
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（出所）総務省

就業者の女性比率
～12月は季調値で43.3％～
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Ⅱ．家庭のこと 

2.1 2.2

（注）前年比

2.3 2.4

（注）二人以上世帯一世帯当たり、前年比

2.5 2.6

（注）販売戸数は12ヵ月平均、新規物件 （注）前年比、乗用車ベース

2.7 2.8

（注）金融資産保有世帯で二人以上の世帯 （注）二人以上世帯で負債保有世帯
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40～49歳 50～59歳

60歳以上

世帯主の年齢階級別負債現在高の推移
～2013年は30-39歳が最も多く1735万円～
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（出所）不動産経済研究所

首都圏マンション販売
～12月の平均価格は5022万円～

販売戸数 平均価格（右軸）
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（出所）日本銀行

金融資産保有状況
～有価証券は295万円と増加傾向～

その他 有価証券

生命保険 預貯金
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（出所）日本自動車販売協会連合会

全国軽自動車協会連合会

新車販売台数
～軽乗用車も前年比減に～

合計前年比

軽乗用車

普通＋小型乗用車
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（出所）総務省

光熱費総額

電気代
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（出所）総務省

消費者物価指数
～伸び率低下続く～

ＣＰＩ総合（除く生鮮食品）

前年比（右軸）
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（出所）総務省

実質消費支出
～前年同月を下回るのは9ヵ月連続～

実質消費支出 除く住居等

（注）勤労者一世帯当たり（農林漁家世帯を除く）

月額、医療費は健康保険料を含む、12ヵ月移動平均

（2010年＝100）

教育関係費・医療費
～12月までの1年間の医療費は月平均3万円～

（万円）

（万円）
光熱費総額と電気代

～12月の光熱費総額は前年比＋1.0％～
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Ⅲ．社会のこと 

3.1 3.2

3.3 3.4

（注）各年4月現在
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（出所）厚生労働省

第１号被保険者数（右軸）

75歳以上の認定者割合

65～74歳の認定者割合

年齢階級別要介護・要支援認定者の割合
～75歳以上の認定者の割合、増加続く～
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利用者数（右軸）

人口普及率

インターネットの人口普及率
～利用者数が1億人、普及率が82.8％へ～
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（出所）日本銀行

現在の景況感ＤＩ 暮らし向きＤＩ
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待機児童数

低年齢児比率（右軸）
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老人の人口(65歳以上)

出生率対象女性人口

人口増減率(人口千対)(右軸)
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その他 フィリピン ブラジル 中国 韓国・朝鮮

（注）2011年以前は登録外国人数

中国には台湾・香港・マカオを含む、2014年は6月末時点

（百万人）

（注）第１号被保険者（65歳以上）を対象、横軸は年度

2013年度は暫定値

（注）相対的貧困率は等価可処分所得の中央値の半分の

額に満たない世帯員の割合、子どもは17歳以下の者
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（出所）厚生労働省

相対的貧困率
～全体で16.1％、子どもで16.3％～

相対的貧困率 子どもの貧困率

暮らし向きＤＩと現在の景況感ＤＩ
～2014年4Ｑ、両ＤＩとも3期連続で悪化～

老人及び出生率対象の女性人口と人口増減率
～2008年以降老人人口が対象女性人口を超過～

保育所待機児童数と低年齢児の比率
～低年齢児（0～2歳児）が84.5％を占める～
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（出所）厚生労働省

空き家数と空き家率
～2013年の空き家は820万戸～

空き家数

空き家率（右軸）

（百万戸）

（％ポイント）

（注）出生率対象女性人口は、合計特殊出生率の対象となる

15～49歳の女性の人口

在留外国人数
～フィリピンが＋2.3％と高めの伸び～

 


